
萩市における地域連携教育

ひとづくりと地域づくりの
好循環の創出をめざして

～萩市の「志教育」を中心に～



萩ならではの「志教育」の推進の歩み

平成16年度から平成21年度まで
●拠点校「コアスクール構想」
地域や学校の特色を鮮明にした教育の推進

「私たちの学校は○○に取り組みます」という宣言
を発信（志を育むキャリア教育）。

平成22年度から平成29年度まで
●志教育の推進 萩・農家村塾事業、子育て科カリキュラム

●コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教
育の研究

平成30年度から令和２年度まで
●萩市ひとづくり構想
●萩市ひとづくり推進計画（R2～R9）

令和３年度から令和５年度
●すべての学校をコミュニティ・スクールを基盤と
した小中一貫教育校に指定

●学校・地域連携カリキュラムのブランディング
●小・中学校と高校が一体となった志教育の推進

●平成17年 田万川中がコミュニティ・スクー
ル（全国５番目）

●平成18年 椿西小がコミュニティ・スクール
（全国８番目）

●学校支援地域本部事業（６か所）

●平成24年 須佐中 CSに指定
●平成25年 椿東小 CSに指定
●平成26年 萩東中 CSに指定
●平成27年 人口減少の中で、ICTを活用した
テレビ会議システム

●平成28年 全校CS、萩市立小中一貫教育校
福栄小中学校 県内初

●新しい時代を切り拓くひとづくり
創造・挑戦・協働

●すべての学校 普通教室にエアコン設置
●一人一台タブレット端末
●新型コロナウイルス パンデミック

●令和５年度 すべての学校を小中一貫教育校
に指定

●遠隔交流授業研究
●学校・地域連携カリキュラムのブランディン
グ（地域の魅力・発信／学校紹介動画の制
作）

●中学校部活動の地域移行



地域の魅力発信
プロジェクト

持続可能な社会の創り手の育成＋ウェルビーイング

これまでの地域連携
教育の取組の分析

その地域ならではの、
ここでしか学べないこと

地域の居場所づくり
プロジェクト

学校・地域連携カリキュラムのブランディング

視点

創造 ・挑戦 ・協働
新しい時代を切り拓くひとづくり
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課
題

萩市が考える地域連携教育の推進

持続可能な地域社会の創り手の育成＋ウェルビーイング

・学校に関わる人材の固定化・高齢化
・学校・地域連携カリキュラムの見直し

・不登校や登校渋りのある児童生徒の増加
・地域における居場所づくりの未設置

他者と関わることを通して、自分の言葉で地域を語れる児童生徒の姿

・地域の「ひと・もの・こと」との
関わり
・地域の方の思いや願いへの気づき

・萩輝きスクール
・萩輝きスクール分室
・ステップアップルーム
・準ステップアップルーム

学校・地域連携カリキュラムの
ブランディング

他者と関わり、安心できる居場所づくり

萩ユースふれあいス
ペース事業（地域版）

・学びの発表・発信

家庭教育
支援チーム



平成３０年度～



VR動画

平成31年度～



R5「子どもが地域の先生プロジェクト」むつみ小

3・4年生 蔵目喜川を知らせたい！ 5・6年生 お米のよさを広めよう！！

【チャレンジポイント】
ともに学び、関わることを重ねることが、地域の活性化や自分の成長につながることを実感
できる

1・2年生 人とつながろう！

【めざす児童の姿】
地域のために貢献できたことを実感し、さ
らに、主体的に考え、行動することができる

【めざす大人の姿】
学校とともに、子どもたちの主体性を育て
ようとする意識が高まる



地域の魅力発信プロジェクト

学校・地域連携カリキュラムのブランディング

地域住民との熟議 地域住民と活動
学びを地域へ
発表・発信

熟議で話し合われたことが、
学校・地域連携カリキュラム
に反映

熟議の中にある児童生徒・
保護者・地域住民の思いや
願い、アイデア

教職員だけでなく、地域住民も
学校・地域連携カリキュラムへ
気付きの書き込み（修正へ）
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「やまぐちCS」３つの機能

２ 学校運営

■学校を開き、組織を開き、授業を開きます。
■教職員が変わっても揺るがない学校をつくります。
■他の学校が真似したいと思えるような、わくわくする取組を行います。
■いじめ、不登校など学校の課題の解決に、地域と一緒に取り組みます。

「やまぐちコミュニティ・スクール」
（平成27年３月 山口県教育委員会）



萩市の不登校における現状

萩輝きスクール むつみ

須佐

田万川

大井

福栄

三見

萩輝きスクールに通うことが困難かつ
地域に家庭以外の居場所がない地域

萩輝きスクール分室の設置
＝地域における居場所を確保

田万川・須佐・むつみ地域で、不登校
児童・生徒ならびにその保護者の支援
を行う。

川上

旭

萩輝きスクールに通える範囲

ステップアップルーム
萩東中から萩西中への横展開



「地域の居場所づくりプロジェクト」

支援体制の

充実

支援方法の

検討

地域への

展開

＜関係機関との連携＞
学校教育課

子ども相談・支援室
文化・生涯学習課
萩輝きスクール
家庭教育支援チーム

学校
公民館 等

＜支援方法の検討＞
児童生徒への支援方法

保護者への支援、相談体制 等

＜実践の検証＞
成果と課題の検証

不登校児童生徒を抱える
地域での体制づくり

家庭教育
支援チーム



「地域の居場所づくりプロジェクト」
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保護者カフェ

ぎゅっとサロン



ご清聴ありがとうございました

今も昔も志高く！
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